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銀座地区の事例 
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１．１ 東京ユビキタス計画・銀座 

「東京ユビキタス計画・銀座」では 銀座を訪れる一般の来訪者を対象に 携帯情報端末(ユビキ 「東京ユビキタス計画・銀座」では、銀座を訪れる 般の来訪者を対象に、携帯情報端末(ユビキ
タスコミュニケータ)を活用し、経路案内等の移動支援を行う一般公開実験に取り組んでいる。 
 特に、歩行者の移動支援に必要な位置精度を確保するため、電波マーカや赤外線マーカなどを
組み合わせて活用し、歩行者の移動支援に求められる高精度な位置特定を行っている。組 合わ 活用 、歩行者 移動支援 求 高精度な位置特定を行 。

赤外線マーカ 

電波マーカ 電波

電波マーカ 
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１．２ 銀座地区の位置特定インフラ 

電波マーカ 一般公開実験実施エリア 

ICタグ 

路面マーカ 

赤外線マーカ赤外線マ カ
：位置特定インフラ設置エリア 

：実験エリア 
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２．１ モビリティサポートモデル事業(銀座地区) 

「東京 ビ 銀座 省 ビ ポ デ 事業 音声を 「東京ユビキタス計画・銀座」では、国土交通省のモビリティサポートモデル事業として、音声を発信
する携帯端末を用いた、視覚障がい者向けの歩行者移動支援に取り組んでいる。 

赤外線マーカ 

電波マーカ 

5 歩行者移動支援ルート 

「東京ユビキタス計画」HPより 



２．１ 路面マーカの配置 

路面タグの配置 路 カ 設置イ ジ路面タグの配置 路面マーカの設置イメージ

晴海通り 

凡例 
 

● 路上マーカ

「東京ユビキタス計画・銀座」道路占用許可申請図書より 

 これまで実験に利用したＩＣタグ付き視覚障害者用誘導ブロックは、精度の高い位置特定が可能で
あったが、専用の白杖が必要で不便という課題があった。 

そこで 他の電波マ カと同様にＵＣで利用できる路面マ カを歩道に設置(16箇所)し 高精度な位
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そこで、他の電波マーカと同様にＵＣで利用できる路面マーカを歩道に設置(16箇所)し、高精度な位
置特定インフラとして利用している。 



歩行空間ネットワークデータを用いた 
移動支援サービスの提供イメージ 
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１．移動支援サービスの提供イメージ 

歩行空間ネットワークデータは バリアフリーに関する多くの調査項目が取得されたデ 歩行空間ネットワ クデ タは、バリアフリ に関する多くの調査項目が取得されたデ
ータである。そのため、バリアフリールートを検索した利用者の状況に合わせた経路案
内が可能。 

検索検索

位置特定インフラからの電
波受信付近に、バリアフリー
設備がある場合、利用方法
を案内する

音声による読み上げを
行い、注意喚起する。
「ペデストリアンデッキ

バリアフリー経路の場合、階
段利用の可否、通行可能な
段差の高さ等の条件を選択
できる を案内する。

の・・」 できる。
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２．移動支援サービスイメージの概要 

経路の探索から案内画面を表示するまでのイメージ経路の探索から案内画面を表示するまでのイメ ジ

検索前の初期画面 検索条件入力画面 ブラウザの初期
画面 

条件入力時条件入力時

条件入力後、経路探索 

経路探索結果の表示画面 位置特定インフラから場所情報
コードを得たときのイメージ画面 

条件の切り替え
による再探索

探索した経路
の詳細表示 

による再探索
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現地での利用イメージとして、ユビキタスコ
ミュニケータで表示した案内画面例を表示 



３．バリアフリー経路の検索 

最短経路探索とバリアフリー経路の違い最短経路探索と リアフリ 経路の違い 

最短経路

●上野駅パンダ橋口から台東区役所へ向かう場合 

途中2箇所で階

を使 する経段を使用する経
路の例 

バリアフリー経路 
同一の目的地であ
るが、異なるルー
トを案内

それぞれの経路上の注意
喚起の場所で案内を表示 

多少遠回りであ
るがエレベータを
使用して階段を

トを案内

使用し 階段を
避ける経路の例 
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４．バリアーの程度による経路検索結果 

バリアーの程度によるバリアフリー経路の違い
バリアフリー経路の探索条件(階段の利用可否、通行可能な段差の高さ等)を変更することで、利
用者の要求要件にあった経路探索が可能 

バリア の程度によるバリアフリ 経路の違い

●台東区役所―京成上野駅間の経路探索例 

バリアフリー経路① バリアフリー経路② 

探索条件：有効幅員1m未満は通行不可 探索条件：段差10cm以上は通行不可 
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災害時の避難経路案内への適用可能性 
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１. 現地実証における氾濫状況の時系列的な変化イメージ 

評価にあたり、外水・内水氾濫による浸水深の時系列的な変化を災害情報として与えた。 

氾濫直後 

30分後 

60分後

凡例(浸水深) 
■  0～50cm 
■50～100cm

60分後

■50～100cm 
■100cm～200cm 

13 



歩行者移動支援 と災害情報を連携さ た避難経路案内 を構築 時 刻 と変化する浸水情報

２. 災害時の避難経路案内への適用可能性 

 歩行者移動支援システムと災害情報を連携させた避難経路案内システムを構築し、時々刻々と変化する浸水情報
(浸水深)を踏まえた避難所までの適切な経路案内への適用可能性について、現地で検証を実施。 

＜災害時の避難経路案内のイメージ＞ 時々刻々と変化する浸水情報を踏まえて通行可否を判断し、 
適 な経路を情報提供 値 を仮 定

避難所 

適切な経路を情報提供(通行可否の閾値として、以下を仮に設定) 
【外水】   通行困難 10㎝～20㎝   通行不可 20㎝以上 
【内水】   通行困難 25㎝～35㎝   通行不可 35㎝以上  

【凡例】
避難所 

名称 

氾濫区域 

避難所 

【凡例】 

避難所
避難区域 

通行不可表示 

通行困難表示 

避難所

注意喚起情報 
(通行不可) 

通行不可リンク 

通行困難リンク 

通行可リンク 注意喚起情報 
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通行不可ノード 

通行困難ノード 

通行可ノード 
避難所までの適切な 

経路を情報提供 
利用者 

(通行困難)



３.避難経路案内システムの操作手順 

避難所選択画⾯ 経路検索結果画⾯ 地図画⾯氾濫の発⽣に伴う警告

 
 
避難所選択

避難場所を選択してください 
 
2011年1⽉○⽇ 

現在地⇒〇〇⼩学校（正⾨） 

（⽬的地設定/ﾙｰﾄ検索） （該当条件でのﾙｰﾄ検索） （ﾙｰﾄ表⽰/⾳声ﾅﾋﾞ） 

氾濫が発⽣しました。ダウン
ロード済のサイトより避難経
路案内 ご利

メール受信 
（事前登録者のみ） 

TOP画⾯ 

 
 ﾘｽﾄから選択してください 
 ※直線距離順で表⽰ 

 
【○○⼩学校（正⾨）100m▼】 

 
 避難ﾙｰﾄを検索 
現在地周辺の地図を表⽰

避難所選択  
 
 
 
 
 
 
 

徒歩（100m） 
ﾙｰﾄ地図確認 
⾳声ﾅﾋﾞ開始 

↓・ 

乗換:0回    ・10分 
・料⾦:0円  

10:10発 現在地 ・ 

路案内をします。ご利⽤にな
りたい⽅はサイトに接続して
下さい。 

（検索条件選択） 

 
 
  
 ◎通常条件 

検索条件選択 

検索条件を選択してくださ
い 

 
--------------------------- 
 ・ 避難所の再検索 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

10:20着 〇〇⼩学校（正
⾨）・  

 
 
 
 
 
 

 
氾濫情報 

 
    浸⽔〇ｍ 
   【通⾏不可】 

 
この道路は通⾏ 

できません   
 ○ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾓｰﾄﾞ 
    

 
 
 
 
  

登録 

通常モードとバリアフリーモード
を選択する。 

現在地から最寄の避難
所が直線距離順にリスト
アップされる。ユーザは
任意の避難所を選択 

現在地から目的地までのお
およその所要時間が表示さ
れ、音声ナビ開始 をクリッ
クするとルート案内が開始

 
 
 
 

ｸﾘｱｷｰで閉じる 

 
情報更新時間 

10：00 

 

 
 
 
 

される。 

■情報更新間隔 
・災害情報の設定更新間隔 ：  

５分

■バリアフリーモードと通常モードの経路の違い ルート案内と注意喚起の上の

アイコン      が表示される。

アイコンを選択すると氾濫情報

の詳細が表示される。 ５分 
・リルート時間間隔：１分 
（１分おきにユーザの位置、河
川災害情報の変化に合わせて
リルートを行う。） 

の詳細が表示される。

また、歩行空間ネットワーク

データに基づき   階段、   

エレベータ、及び    横断歩

道などの表示を行う

通常モードは階段のある 
最短ルートを提供 

バリアフリーモードはエレベーター 
を利用するルートを提供 

道などの表示を行う。
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４．実施結果 

○経路案内の表示イメージ 
時 刻 と変化する浸水情報を踏まえ 注意喚起 表 と避難経路が変化・時々刻々と変化する浸水情報を踏まえ、注意喚起の表示と避難経路が変化 

経5分経過

Powered by NAVITIME  
Powered by NAVITIME  

○実施結果○実施結果

・歩行者移動支援システムと災害情報を連携させた避難経路案内システムについて、時々刻々と変化する浸水情報
(浸水深)を踏まえた避難経路案内を概ね行えることを確認した。 

○課題と今後の方向性

 ・自位置取得の精度 
   GPSによる位置特定の場合、ビル陰等では位置特定精度が悪化するため、様々な位置特定技術の 
   組合せにより、安定的に高精度な位置特定を実現することが必要。 

・災害情報の取得方法 取得頻度

○課題と今後の方向性 

16 

 ・災害情報の取得方法、取得頻度
   避難経路案内システムの実現に向けて、通行可否の判断にあたり、今後どのような災害情報が活用可能か検討を 
   深めることが必要。 


